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「
組
踊
」
と
い
う
沖
縄
独
特
の
演
劇
形
態
が
生
ま
れ
た
の
は
、
近
世
琉
球
の
中
期
、
西
暦
一
七
一
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
近
世
琉
球

に
は
専
用
の
劇
場
は
な
く
、
専
門
の
俳
優
や
芸
能
者
も
い
な
か
っ
た
。
組
踊
は
当
初
か
ら
王
府
管
掌
の
芸
能
と
し
て
出
発
し
、
王
府
よ

り
任
命
さ
れ
た
踊
奉
行
と
い
う
官
僚
が
、
作
演
出
あ
る
い
は
全
体
の
制
作
を
も
兼
務
し
た
の
で
あ
る
。
出
演
者
や
演
奏
者
も
す
べ
て
役

人
か
役
人
の
子
弟
が
当
た
っ
た
。
そ
の
最
初
の
踊
奉
行
が
玉
城
朝
薫
で
あ
る
。
朝
薫
は
尚
敬
王
の
冊
封
の
た
め
に
来
琉
す
る
中
国
の
使

者
一
行
を
歓
待
す
る
た
め
に
、
そ
の
前
年
踊
奉
行
に
任
命
さ
れ
、
芸
能
の
内
容
を
充
実
す
る
目
的
で
組
踊
を
創
始
す
る
の
で
あ
る
。
組

踊
は
こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
冊
封
使
歓
待
の
た
め
の
芸
能
と
し
て
出
発
し
た
。
こ
の
こ
と
は
組
踊
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
事
実

で
、
一
八
八
九
（
明
治
十
二
）
年
の
王
国
の
解
体
ま
で
こ
の
趣
旨
は
貫
徹
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
七
一
九
年
、
こ
の
時
の
副
使
徐
葆
光
の
「
中
山
伝
信
録
』
に
重
陽
宴
で
「
鶴
亀
二
児
、
父
の
仇
を
復
す
る
古
事
」
（
二
童
敵
討
）
、

「
鐘
魔
の
事
」
（
執
心
鐘
入
）
を
上
演
し
た
と
あ
り
、
そ
の
梗
概
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
時
に
は
こ
の
二
番
の
み
を
上
演

し
た
と
固
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
上
演
し
た
の
が
二
番
だ
け
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
中
山
伝
信
録
」
を
読
め
ば
分
か
る

組
踊
の
作
者
は
正
し
く
伝
え
ら
れ
た
か

、
は
じ
め
に

池
宮
正
治
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よ
う
に
、
朝
薫
は
自
ら
製
作
し
た
組
踊
を
、
王
府
恒
例
の
七
つ
の
大
宴
の
、
第
四
宴
の
重
陽
宴
ば
か
り
か
、
そ
れ
以
降
の
賤
別
宴
、
拝

辞
宴
、
望
舟
宴
に
も
供
し
て
い
る
。
朝
薫
の
五
番
「
執
心
鐘
入
」
「
二
童
敵
討
」
「
銘
苅
子
」
「
女
物
狂
」
「
孝
行
の
巻
」
は
、
し
た
が
っ

て
こ
の
時
に
演
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
次
に
組
踊
が
供
さ
れ
た
の
が
、
乾
隆
一
二
（
’
七
五
六
）
年
尚
敬
王
の
子
尚
穆
王
の
冊
封
の
時
で
あ
る
。
こ
の
時
の
踊
奉
行
は

田
里
朝
直
で
あ
っ
た
。
冊
封
副
使
周
煙
の
こ
の
時
の
記
録
「
琉
球
国
志
略
」
に
よ
る
と
、
重
陽
宴
の
ま
え
の
中
秋
宴
か
ら
組
踊
を
出
し

て
い
て
、
以
後
こ
れ
が
恒
例
と
な
っ
た
。
当
然
後
世
朝
直
の
「
一
一
一
番
」
ま
た
は
「
三
組
」
と
い
わ
れ
る
「
万
歳
敵
討
」
「
義
臣
物
語
」

「
大
城
崩
」
を
こ
の
時
に
提
供
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
琉
球
国
志
略
」
の
人
物
編
に
、
組
踊
種
ら
し
い
同
様
の
説
話
が
と
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
こ
の
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
両
者
の
五
番
と
三
番
の
組
踊
は
、
そ
の
後
も
作
者
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
今
日
ま
で
作
者
で
あ
り
つ
づ
け
て
い

る
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
現
在
約
六
○
番
近
く
伝
来
さ
れ
て
い
る
組
踊
の
中
で
、
作
者
で
あ
る
こ
と
を

疑
わ
れ
ず
、
確
固
と
し
て
信
頼
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
朝
薫
・
朝
直
の
こ
の
八
番
だ
け
で
あ
る
。
他
は
、
近
代
の
文
献
を
調
べ
れ

ば
分
か
る
よ
う
に
、
不
確
か
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
誤
っ
た
作
者
を
伝
え
る
こ
と
の
方
が
目
立
つ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
正
し
い
作
者
を

忘
却
し
、
誤
っ
た
作
者
を
再
生
産
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
組
踊
の
「
作
者
」
の
特
異
な
有
り
方
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

作
者
を
確
信
さ
れ
て
い
る
朝
薫
と
朝
直
の
作
品
は
ま
た
、
他
の
作
品
に
比
べ
て
も
っ
と
も
写
本
間
の
異
伝
・
異
同
の
少
な
い
も
の
で

二
、
申
（
一
八
○
○
年
）
の
「
冠
船
躍
方
日
記
」
の
組
踊
作
者
の
意
味
す
る
も
の



あ
る
。
た
だ
朝
直
が
三
番
し
か
組
踊
を
作
ら
な
か
っ
た
か
ど
う
か
は
大
い
に
疑
問
で
、
彼
の
家
譜
に
よ
る
と
、
翌
年
王
家
別
荘
の
崎
山

の
御
茶
屋
御
殿
に
、
薩
摩
の
役
人
を
招
待
し
て
「
新
作
狂
言
十
一
番
」
を
上
演
し
て
い
る
。
組
踊
を
狂
言
と
も
い
っ
た
の
で
、
こ
こ
の

「
狂
言
」
を
組
踊
と
み
る
こ
と
も
可
能
性
で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
狂
言
」
は
喜
劇
（
チ
ョ
ー
ギ
ン
）
を
も
指
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
だ
け

で
組
踊
と
決
め
込
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
も
組
踊
に
し
て
は
余
り
に
数
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
は

若
干
の
反
証
が
あ
る
。

尚
家
所
蔵
の
戌
（
一
八
三
八
年
）
の
冠
船
の
時
の
記
録
「
冠
船
躍
方
日
記
」
に
よ
る
と
、
組
踊
の
演
目
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
前
々
回
の
申
二
八
○
○
年
）
の
冠
船
の
時
の
演
目
ま
で
検
討
し
て
い
て
、
申
の
冠
船
の
時
に
は
「
銘
苅
子
」
「
忠
孝
婦
人
」
「
執

心
鐘
入
」
「
北
山
敵
討
」
「
巡
見
官
」
「
万
歳
敵
討
」
「
義
臣
物
語
」
「
女
物
狂
」
「
護
佐
丸
敵
討
」
「
孝
行
の
巻
」
「
大
城
崩
」
「
忠
臣
身
替

の
巻
」
「
束
辺
名
夜
討
」
の
十
三
番
を
挙
げ
、
そ
の
後
の
「
御
膳
進
上
之
時
」
に
は
「
辺
戸
の
大
主
」
「
銘
苅
子
」
「
我
数
子
」
「
孝
女
布
－
３

晒
」
「
護
佐
丸
敵
討
」
「
孝
行
の
巻
」
「
姉
妹
敵
討
」
の
七
番
の
演
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
両
者
で
重
複
し
て
い
る
の
で
整
理
す
る
と
、
｜

実
質
は
十
七
番
あ
っ
て
、
こ
れ
が
こ
の
申
の
冠
船
の
時
に
練
習
し
た
全
演
目
で
あ
る
。
こ
れ
が
先
例
と
な
り
、
そ
の
後
の
辰
二
八
○

八
年
）
の
冠
船
、
戌
の
冠
船
、
寅
（
一
八
六
六
年
）
の
冠
船
の
時
に
も
、
ひ
と
し
く
こ
う
し
た
例
に
な
っ
て
い
る
。
冠
船
の
踊
り
人
数

は
、
こ
の
よ
う
に
予
想
外
に
多
く
の
組
踊
を
練
習
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
演
技
者
や
役
人
の
任
命
は
、
こ
れ
ま
で
家
譜
で
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
多
く
一
年
前
の
任
命
で
あ
る
が
、
「
冠
船
躍
方
日
記
」
に
よ
る
と
実
際
は
人
に
よ
っ
て
は
数
年
前
か
ら
内
定
し
て
い

て
、
役
所
や
寺
社
の
施
設
な
ど
で
練
習
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
し
だ
い
に
演
目
や
演
技
者
を
増
や
し
て
い
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
御
膳

進
上
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
の
按
司
奉
行
で
あ
る
今
帰
仁
按
司
朝
賞
の
家
譜
に
よ
る
と
、
冊
封
使
一
行
が
帰
国
し
た
あ
と
首
里
城
や

お
茶
屋
殿
で
国
王
臨
席
の
も
と
に
行
わ
れ
る
祝
賀
の
宴
の
こ
と
で
、
こ
の
舞
台
で
舞
踊
や
組
踊
が
再
び
上
演
さ
れ
た
。

こ
れ
と
は
別
に
、
少
な
く
と
も
三
番
以
外
に
も
朝
直
の
作
品
が
あ
っ
た
確
実
な
証
拠
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
真
境
名
安
宜
が
昭
和
九



（
一
九
三
四
）
年
十
一
月
十
七
日
琉
球
新
報
に
発
表
し
た
「
「
忠
孝
婦
人
」
の
作
者
は
久
手
堅
親
雲
上
」
と
い
う
文
章
で
、
先
の
申
の
冠

船
の
記
録
で
あ
る
「
冠
船
躍
方
日
記
」
か
ら
演
目
と
作
者
を
引
用
し
た
左
の
資
料
を
引
用
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
標
題
に
も
あ

る
よ
う
に
、
「
忠
孝
婦
人
」
（
大
川
敵
討
）
の
作
者
を
久
手
堅
親
雲
上
で
あ
る
と
す
る
趣
旨
の
証
拠
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
と
し
て
、
こ
の
資
料
は
単
に
「
忠
孝
婦
人
」
の
作
者
を
久
手
堅
親
雲
上
と
決
定
す
る
資
料
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
他
の
組
踊
の
作
者
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
重
要
な
内
容
を
持
つ
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
も
と
も
と
の
資
料

で
あ
る
「
冠
船
躍
方
日
記
』
は
、
筆
者
の
真
境
名
安
宜
が
文
中
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
沖
縄
県
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
昭
和
四
年
発
行
の
「
郷
土
史
料
目
録
」
に
よ
る
と
、
大
正
十
三
年
以
降
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
、
い

わ
ば
新
史
料
で
あ
っ
て
、
申
の
冠
船
の
前
年
で
あ
る
嘉
慶
四
年
四
月
か
ら
次
の
年
の
二
月
ま
で
の
、
冠
船
躍
方
の
動
き
を
記
し
た
唯
一

の
日
記
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
練
習
す
べ
き
演
目
は
、
王
府
の
政
治
の
中
枢
で
あ
る
評
定
所
か
ら
出
さ
れ
た
指
令
で
、
申
の
冠
船
－
４

の
渡
来
一
年
前
の
今
日
（
九
月
一
一
八
日
）
練
習
す
べ
き
演
目
を
決
定
し
た
旨
の
令
達
で
あ
る
。
そ
の
番
数
は
、
先
に
紹
介
し
た
尚
家
の
一

戌
の
冠
船
の
「
躍
方
日
記
」
の
「
御
膳
進
上
之
時
」
の
前
の
十
三
番
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
演
目
と
作
者
名
の
み
を
左
に
紹

介
す
る
（
た
だ
し
作
者
名
は
、
原
文
で
は
演
目
の
右
肩
に
替
い
て
あ
る
が
右
の
よ
う
に
括
弧
に
括
っ
た
）
。

￣ ￣ 一 一￣

、、、、、

銘
苅
子
（
玉
城
親
方
）

執
心
鐘
入
（
玉
城
親
方
）

巡
見
官
（
平
敷
親
雲
上
）

義
臣
物
語
（
田
里
親
雲
上
）

護
佐
丸
敵
討
（
玉
城
親
方
）

－ －￣￣￣

、、、、、

忠
孝
婦
人
（
久
手
堅
親
雲
上
）

北
山
崩
（
田
里
親
雲
上
）

万
歳
敵
討
（
田
里
親
雲
上
）

女
物
狂
（
玉
城
親
方
）

孝
行
之
巻
（
玉
城
親
方
）



右
に
掲
げ
ら
れ
た
十
三
番
の
う
ち
、
朝
薫
の
五
番
と
朝
直
の
一
一
一
番
も
入
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
朝

直
の
作
品
と
し
て
「
北
山
崩
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
「
北
山
崩
」
が
「
北
山
敵
討
」
「
北
山
若
按
司
敵
討
」
と

同
じ
系
統
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
で
き
る
が
、
「
北
山
崩
」
と
い
う
組
踊
は
他
に
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
ず
、
た
だ
八
重
山
竹
富
島

の
喜
宝
院
所
蔵
の
護
得
久
本
組
踊
本
に
一
頁
だ
が
「
北
山
崩
」
が
み
ら
れ
、
同
じ
く
八
重
山
石
垣
の
伊
舎
本
組
踊
集
に
は
全
文
出
て
い

て
、
こ
れ
で
こ
の
「
北
山
崩
」
が
朝
直
の
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
が
、
後
に
ま
っ
た
く
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
と
言
う

こ
と
は
、
朝
直
の
「
三
番
」
と
い
う
言
い
方
は
、
そ
う
古
い
言
い
方
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
「
北
山
崩
」
を
朝
直
の
作
品
と
知
ら
れ

な
く
な
っ
て
か
ら
の
言
い
方
で
あ
る
こ
と
が
推
量
で
き
る
。
こ
う
し
た
組
踊
の
「
作
者
」
の
伝
承
の
さ
れ
か
た
に
、
組
踊
の
作
者
の
特

異
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
組
踊
が
王
府
内
部
で
生
産
も
し
く
は
再
生
産
さ
れ
る
演
劇
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
組
踊

の
作
者
は
王
府
が
提
供
す
る
情
報
が
も
っ
と
も
信
頼
度
が
高
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
な
ぜ
王
府
の
公
式
の
作
者
名
が
伝
わ
ら
な

か
っ
た
の
か
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
、
右
の
資
料
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
組
踊
が
ど
の
様
に
認
識
き
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

組
踊
の
作
者
名
を
忘
失
し
た
の
は
朝
直
の
「
北
山
崩
」
だ
け
で
は
な
い
。
「
巡
見
官
」
の
平
敷
親
雲
上
、
「
忠
士
身
替
之
巻
」
（
「
忠
臣

｜
、
大
城
崩
（
田
里
親
雲
上
）

て
束
辺
名
夜
討
（
徳
嶺
親
雲
上
）

三
、
近
代
の
組
踊
作
者
伝
承

｜
、
忠
士
身
替
之
巻
（
辺
土
名
親
雲
上
）

５



さ
ら
に
同
「
組
踊
物
語
」
に
は
、
「
忠
士
身
替
之
巻
」
を
、
「
反
問
之
巻
」
「
花
売
之
縁
」
「
孝
女
布
晒
」
「
雪
払
」
と
と
も
に
「
総
て

高
宮
城
作
」
と
す
る
。
高
宮
城
の
作
と
し
て
は
「
花
売
の
縁
」
が
有
名
で
、
こ
れ
は
諸
書
動
か
な
い
が
、
そ
の
他
の
組
踊
ま
で
も
高
宮

城
の
作
と
す
る
の
は
他
に
例
を
み
な
い
。
な
お
戦
後
出
た
当
間
清
光
の
「
沖
縄
郷
土
古
典
芸
能
組
踊
全
集
」
二
九
五
五
年
）
に
よ

「
姉
妹
敵
討
」
に
つ
い
て
は
、
標
題
で
も
伺
え
る
よ
う
に
姉
妹
で
父
親
の
仇
を
討
つ
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
南
島
の
曽
我
物
と

も
い
う
べ
き
朝
薫
の
「
二
重
敵
討
」
の
女
性
版
で
あ
る
。
朝
直
以
降
組
踊
は
、
家
臣
で
あ
る
大
主
を
中
心
に
結
集
し
て
、
遺
子
で
あ
る

若
按
司
を
擁
し
て
仇
を
討
つ
忠
臣
蔵
タ
イ
プ
と
も
い
う
べ
き
仇
討
物
が
主
流
に
な
る
。
そ
の
中
で
「
姉
妹
敵
討
」
は
全
組
踊
の
中
で
、

姉
妹
（
兄
弟
）
が
父
親
の
仇
を
討
つ
と
い
う
意
味
で
、
僅
か
に
二
例
の
曽
我
物
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
で
「
姉
妹
敵
討
」
を

曽
我
物
タ
イ
プ
と
忠
臣
蔵
タ
イ
プ
の
過
渡
と
位
置
づ
け
る
と
、
多
く
の
作
品
を
作
っ
た
可
能
性
の
あ
る
朝
直
の
作
と
も
見
な
し
う
る
の

二
七
一
八
１
九
七
）

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
（

者
が
、
組
踊
を
作
る
し

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

身
替
」
「
忠
臣
身
替
之
巻
」
ま
た
は
単
に
「
八
重
瀬
」
と
も
い
う
）
の
辺
土
名
親
雲
上
、
「
束
辺
名
夜
討
」
の
徳
嶺
親
雲
上
ら
も
、
そ
の

後
作
者
で
あ
る
こ
と
を
ま
っ
た
く
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
巡
見
官
」
の
つ
い
て
は
、
琉
球
新
報
の
明
治
四
三
二
九
一

○
）
年
四
月
二
一
日
の
薮
の
鷲
の
「
組
踊
物
語
」
に
よ
る
と
、
「
姉
妹
敵
討
」
と
と
も
に
与
那
原
親
方
の
作
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
同
年
五
月
三
十
日
同
紙
に
「
巡
見
之
官
」
を
連
載
す
る
に
際
し
て
、
同
じ
く
薮
の
鷲
は
そ
の
作
者
を
「
君
子
親
方
の
称
あ
る
有
名
な

る
与
那
原
親
方
の
作
な
り
」
と
書
い
て
い
る
。
君
子
親
方
と
言
う
の
は
、
琉
歌
和
歌
の
文
芸
で
も
有
名
な
三
司
官
与
那
原
親
方
良
矩

二
七
一
八
１
九
七
）
で
あ
る
。
し
か
し
良
矩
の
時
期
ま
で
は
踊
奉
行
が
組
踊
を
作
る
と
い
う
原
則
が
ま
だ
し
っ
か
り
生
き
て
い
た
と

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
は
田
里
朝
直
以
外
に
作
者
に
は
な
り
え
な
い
し
、
ま
た
行
政
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
三
司
官
で
も
あ
る

者
が
、
組
踊
を
作
る
と
は
、
行
政
の
仕
組
み
の
上
で
も
考
え
に
く
い
。
親
雲
上
時
代
だ
と
田
里
の
蹄
奉
行
に
近
い
の
で
、
こ
れ
も
難
し

で
あ
る
。



も
と
も
と
の
発
端
と
な
っ
た
「
忠
孝
婦
人
」
（
「
大
川
敵
討
」
ま
た
は
「
村
原
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
は
、
異
説
が
乱
立
し
て
も
っ
と

複
雑
で
あ
る
。
琉
球
新
報
の
明
治
四
○
二
九
○
七
）
年
四
月
五
日
号
で
、
寅
の
冠
船
の
組
踊
台
本
の
「
大
川
敵
討
」
を
連
載
紹
介
す

る
に
先
立
っ
て
、
新
報
社
の
記
者
と
お
ぼ
し
き
正
覚
坊
が
、
「
忠
孝
婦
人
」
の
作
者
を
首
里
鳥
小
堀
の
古
堅
筑
登
之
親
雲
上
と
し
、
こ

の
人
が
作
っ
た
草
案
を
、
同
村
の
人
達
が
合
評
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
合
作
説
は
明
治
三
一
（
一
八
九

八
）
年
恩
河
朝
祐
筆
写
の
「
組
踊
集
」
の
冒
頭
に
も
「
首
里
人
ノ
合
作
」
と
あ
り
、
莫
夢
生
（
末
吉
安
恭
）
の
「
組
踊
談
叢
」
（
伊
波

普
猷
「
琉
球
戯
曲
集
」
所
収
一
九
二
九
年
）
に
も
、
首
里
の
「
大
中
村
の
老
人
達
」
に
よ
る
合
作
と
し
て
い
る
。
初
め
首
里
の
人
達

の
合
作
と
だ
け
あ
っ
た
も
の
が
、
漸
次
鳥
小
堀
村
や
大
中
村
に
よ
る
と
い
う
具
合
に
、
地
域
を
小
分
け
し
て
、
「
作
者
」
像
が
い
っ
そ

う
明
確
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
正
覚
坊
の
文
章
は
こ
れ
に
続
け
て
、
神
谷
な
る
者
を
引
き
入
れ
て
細
部
に
至
る
ま
で
推
敲
し
た
こ
と

が
、
現
場
に
立
ち
会
っ
た
か
の
よ
う
に
リ
ア
ル
に
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
先
の
当
間
本
の
『
組

踊
全
集
」
で
は
作
者
を
「
神
谷
厚
順
」
と
「
数
人
合
作
」
の
二
説
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
当
間
本
の
「
組
踊
全
集
』
を
そ
の
ま
ま
三
隅

治
雄
編
の
「
沖
縄
の
芸
能
」
二
九
六
九
年
）
が
受
け
継
い
で
い
る
。

ま
た
「
忠
孝
婦
人
」
（
大
川
敵
討
）
の
合
作
説
話
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「
神
谷
」
を
、
「
組
踊
物
語
」
で
は
、
「
古
今
流
歌
集
」
の

歌
人
で
も
あ
り
、
俗
謡
の
「
汀
間
と
節
」
で
は
女
好
き
の
「
請
人
神
谷
」
と
し
て
出
て
来
る
「
神
谷
（
親
雲
上
）
厚
詮
」
で
は
な
い
と

わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て
お
り
、
そ
の
父
親
の
こ
と
と
す
る
が
、
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
あ
る
よ
う
な
「
神
谷
厚
順
」
と
い
う
人
か
ど
う
か
確

認
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
後
に
複
数
の
人
に
よ
る
若
干
の
修
筆
や
訂
正
は
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
同
じ
時
期
「
古
堅
」
や
「
古
手

堅
」
（
先
述
「
組
踊
物
語
」
）
と
も
あ
っ
て
、
ま
だ
「
久
手
堅
」
の
面
影
を
と
ど
め
て
も
い
る
。
そ
れ
で
も
「
親
雲
上
」
と
い
う
初
め
の

身
分
は
「
筑
登
之
」
や
「
筑
登
之
親
雲
上
」
（
「
組
踊
物
語
」
）
に
変
化
し
て
い
る
。

る
と
摩
文
仁
安
祥
作
と
し
て
い
る
。
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琉
球
新
報
は
大
正
十
四
〈
一
九
二
五
）
年
一
一
一
月
、
「
琉
球
戯
曲
集
」
と
同
じ
く
道
光
十
七
（
一
八
三
七
）
年
の
戌
の
冠
船
の
時
の
写

本
で
、
首
里
鳥
堀
町
の
某
氏
秘
蔵
の
「
忠
孝
婦
人
」
を
発
見
し
た
と
し
て
連
載
し
、
真
境
名
安
興
が
は
じ
め
に
「
組
踊
「
忠
孝
婦
人
」

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
作
者
に
つ
い
て
「
色
々
言
伝
へ
は
あ
る
が
、
余
程
斯
道
に
通
暁
し
た
一

才
物
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
或
は
一
一
三
名
の
合
作
で
あ
る
と
い
ふ
説
も
あ
る
が
、
余
り
斧
銭
の
痕
も
見
え
な
い
や
う
で
あ
る
。
好
し

一
人
の
作
と
し
て
も
、
他
山
の
石
と
し
て
周
智
を
集
め
て
玉
成
さ
れ
た
と
い
ふ
一
」
と
は
適
評
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
、
作
者
に
個
人
、
合

作
と
い
う
当
時
の
認
識
を
意
識
し
な
が
ら
、
あ
え
て
作
者
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。
こ
の
暖
昧
な
言
い
方
に
反
応
し
た
の
か
、
連
載
が
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
同
紙
大
正
十
四
年
四
月
五
日
号
に
首
里
出
身
で
八
重
山
在
住
の
長
浜
翁
な
る
者
の
伝
聞
し
た
こ
と
と
し
て
、
作
者

を
麻
氏
出
身
の
「
丸
屋
伊
佐
」
な
る
人
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
人
が
草
稿
を
書
き
、
上
演
し
た
上
で
観
客
の
反
応
を
見
、
こ
こ
で
も

「
友
人
神
谷
」
が
登
場
し
て
、
彼
が
具
体
的
に
部
分
的
な
改
定
を
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
同
紙
は
さ
ら
に
八
重
山
の
長
浜
翁
の
説
－
８

に
対
す
る
異
論
を
紹
介
し
て
い
て
、
那
覇
士
族
の
藤
（
せ
つ
）
姓
の
出
身
「
江
洲
親
幸
一
言
上
」
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
鰊
姓
で
「
江
洲
一

親
雲
上
」
を
称
し
た
の
は
そ
の
始
祖
だ
け
で
あ
っ
て
、
組
踊
誕
生
以
前
の
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
近
い
人
で

は
「
古
今
琉
歌
集
」
に
江
洲
親
雲
上
と
言
う
人
が
琉
歌
を
三
首
収
め
て
い
る
が
、
こ
の
人
の
出
身
氏
姓
は
不
明
。
氏
集
に
は
董
姓
に
も

江
洲
筑
登
之
親
雲
上
な
る
人
物
が
い
る
も
の
の
、
「
忠
孝
婦
人
」
の
作
者
が
久
手
堅
親
雲
上
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
以
上
、
こ

れ
ら
の
説
は
虚
妄
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
追
求
す
る
こ
と
は
徒
労
で
も
あ
る
。
と
ま
れ
両
人
と
も
初
め
て
耳
に
す
る
も
の
で
、
そ
の
後
問

題
に
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
あ
ま
り
に
も
当
然
で
あ
る
。

実
は
、
「
忠
孝
婦
人
」
の
作
者
が
久
手
堅
親
雲
上
と
分
か
る
と
、
意
味
を
持
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
琉
歌
で
あ
る
。
「
忠
孝

婦
人
」
所
出
の
四
句
体
琉
歌
八
首
の
う
ち
、
「
こ
て
節
」
で
歌
う
「
御
慈
悲
あ
る
ゆ
へ
ど
御
万
人
の
ま
ぎ
り
上
下
も
そ
ろ
て
あ
ふ
ぎ

拝
む
」
と
あ
る
歌
に
着
目
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
歌
は
、
天
理
本
琉
歌
集
や
「
琉
球
大
歌
集
』
二
八
七
八
年
）
、
「
古
今
琉
歌
集
」



出
し
で
あ
る
と
い
う
、
こ
く

は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。

に
も
あ
り
、
「
琉
球
大
歌
集
」
と
「
古
今
琉
歌
集
」
に
は
作
者
を
「
久
手
堅
筑
親
雲
上
」
と
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
こ
の
歌
が
「
忠
孝

婦
人
」
か
ら
出
た
も
の
で
、
そ
の
作
者
が
久
手
堅
筑
登
之
親
雲
上
で
あ
る
こ
と
を
記
憶
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
忠
孝
婦

人
」
に
お
け
る
こ
の
詞
曲
の
場
面
は
、
谷
茶
の
按
司
の
誘
惑
を
拒
み
な
が
ら
、
所
望
さ
れ
て
、
谷
茶
の
軍
配
団
扇
を
と
っ
て
女
踊
り

「
こ
て
節
」
を
踊
り
、
龍
絡
す
る
く
だ
り
で
あ
る
。
現
在
こ
の
女
踊
り
「
こ
て
節
」
は
、
こ
の
組
踊
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
て
、
軍
配
団
扇
を
持
っ
て
踊
ら
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
は
「
常
磐
な
る
松
の
変
は
る
こ
と
な
い
さ
め

い
つ
も
春
く
れ
ば
色
ど
ま
さ
る
」
の
琉
歌
で
、
開
幕
一
番
に
踊
ら
れ
る
若
衆
「
こ
て
節
」
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
例
え
ば
一
八
二
九
年

鹿
児
島
の
重
富
で
、
家
老
川
上
久
馬
、
用
人
調
所
広
郷
の
前
で
踊
ら
れ
た
女
踊
り
「
こ
て
節
」
で
は
、
上
の
「
常
磐
な
る
松
の
」
の
琉

歌
に
な
っ
て
い
て
い
る
（
「
薩
陽
往
返
記
事
」
）
。
責
の
冠
船
の
打
ち
上
げ
の
際
の
八
重
山
石
垣
の
踊
り
番
組
や
、
浜
比
嘉
島
の
踊
り
番

組
で
は
、
同
じ
く
女
踊
り
だ
が
「
御
慈
悲
あ
る
ゆ
へ
ど
」
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。
天
保
一
一
一
（
一
八
三
二
）
年
江
戸
上
り
の
際
に
も
、
江

戸
薩
摩
屋
敷
で
、
女
団
扇
踊
り
「
こ
て
節
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
歌
詞
は
特
定
で
き
な
い
が
、
採
り
物
は
軍
配
団
扇
で
は
な
く
唐
団
一
扇

で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「
御
慈
悲
あ
る
ゆ
へ
ど
」
の
琉
歌
で
踊
ら
れ
る
女
踊
り
「
こ
て
節
」
は
、
「
忠
孝
婦
人
」
以
前

か
ら
女
団
扇
踊
り
の
一
種
と
し
て
、
開
幕
一
番
に
踊
ら
れ
る
お
め
で
た
い
踊
り
と
し
て
踊
ら
れ
、
こ
れ
を
取
り
込
ん
だ
可
能
性
も
捨
て

が
た
い
の
で
あ
る
。
つ
い
で
に
言
う
と
、
始
め
に
出
て
く
る
「
誠
か
や
実
か
我
肝
ほ
れ
ノ
ー
と
寝
覚
め
驚
き
の
夢
の
心
」
（
さ
ん
山

節
）
の
歌
を
、
田
港
朝
春
「
琉
歌
集
」
（
写
本
）
や
、
真
境
名
安
宜
論
文
発
表
以
前
の
喜
納
緑
村
の
「
琉
歌
注
釈
」
（
一
九
三
二
年
）
に

「
久
手
堅
親
雲
上
」
と
あ
る
の
も
注
目
き
れ
る
。
こ
れ
ら
の
琉
歌
集
で
、
こ
の
歌
と
久
手
堅
筑
登
之
親
雲
上
（
久
手
堅
親
雲
上
）
が
結

び
つ
い
た
の
は
、
「
忠
孝
婦
人
」
の
作
者
で
あ
る
こ
と
を
辛
う
じ
て
認
識
し
て
い
た
証
左
で
、
同
時
に
こ
の
踊
り
が
組
踊
か
ら
の
抜
き

出
し
で
あ
る
と
い
う
、
二
つ
の
認
識
を
表
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
忠
孝
婦
人
」
の
作
者
が
完
全
に
忘
却
さ
れ
る
の



組
踊
の
琉
歌
が
必
ず
し
も
琉
歌
集
に
入
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
「
束
辺
名
夜
討
」
の
場
合
は
、
十
首
の
う
ち
三
首
し
か
採
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
の
う
ち
「
押
す
風
も
今
日
や
心
あ
て
さ
ら
め
雲
晴
れ
て
照
ら
す
月
の
美
ら
さ
」
は
殆
ど
の
琉
歌
集
に
あ
り
、
「
古
今

琉
歌
集
」
で
は
作
者
を
神
村
親
雲
上
と
し
て
い
る
。
「
世
界
や
物
音
も
鳴
く
鳥
の
声
も
す
み
て
照
る
月
の
影
の
美
ら
さ
」
の
歌
は
、

こ
れ
も
殆
ど
の
琉
歌
集
に
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
天
理
本
琉
歌
集
や
琉
球
大
歌
集
、
古
今
流
歌
集
で
は
作
者
を
津
嘉
山
親
方
朝
徳

と
し
、
古
今
で
は
「
一
本
に
惣
慶
親
雲
上
」
と
あ
る
。
こ
の
「
惣
慶
親
雲
上
」
を
、
作
者
別
琉
歌
集
で
は
、
和
歌
琉
歌
で
有
名
な
惣
慶

忠
義
で
は
な
く
、
「
惣
慶
親
雲
上
忠
光
」
と
し
て
特
定
し
て
い
る
。
津
嘉
山
親
方
、
惣
慶
親
雲
上
と
も
に
い
つ
の
時
代
の
人
か
分
か
ら

ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
も
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
こ
の
二
首
の
歌
が
殆
ど
の
琉
歌
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
「
忠
孝
婦
人
」
製
作
以
前
の
伝
承
歌
で
あ
っ
て
、
伝
承
の
課
程
で
組
踊
に
も
取
り
込
ま
れ
、
二
人
の
歌
人
を
生
み
出
し
た
と
思
わ

れ
る
。
も
う
一
首
「
押
す
風
も
雲
に
消
え
て
長
月
の
名
に
立
ち
ゆ
ろ
月
の
影
の
美
ら
さ
」
（
当
間
本
に
よ
る
）
の
歌
は
、
初
句
が

「
秋
風
に
雲
も
」
と
な
っ
て
「
声
曲
集
」
や
田
港
朝
春
本
ほ
か
七
本
に
見
ら
れ
る
が
、
作
者
名
は
な
い
。
こ
れ
も
「
束
辺
名
敵
討
」
以

前
の
伝
承
歌
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
ど
の
琉
歌
集
や
組
踊
集
に
も
「
束
辺
名
夜
討
」
の
作
者
「
徳
嶺
親
雲
上
」
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
戦
後
の
当
間
本
で
は
「
束
辺
名
夜
討
」
の
作
者
を
麻
文
仁
安
祥
と
し
て
い
る
。

「
巡
見
官
」
の
平
敷
親
雲
上
も
上
の
例
に
漏
れ
ず
琉
歌
集
や
組
踊
集
に
殆
ど
そ
の
名
が
見
え
な
い
。
「
巡
見
官
」
に
出
て
い
る
五
首

の
琉
歌
を
調
べ
る
と
、
初
め
の
「
つ
れ
な
さ
や
わ
み
の
人
に
生
ま
れ
と
て
親
子
の
道
の
与
所
に
た
が
て
」
の
歌
は
、
一
読
し
て
分
か

る
よ
う
に
、
歌
意
は
い
か
に
も
組
踊
の
内
容
に
即
し
た
も
の
で
、
伝
承
歌
と
は
認
め
が
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
歌
は
琉
歌
百
控
に
出

て
い
て
、
こ
の
組
踊
を
一
八
○
○
年
に
初
演
し
た
と
す
る
と
、
嘉
慶
七
（
一
八
○
二
）
年
成
立
の
「
覧
節
流
」
の
巻
に
早
々
に
収
録
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
次
の
「
内
や
捨
て
ら
れ
て
外
や
救
ら
れ
て
浮
世
漕
ぐ
舟
の
渡
り
ぐ
れ
し
や
」
も
組
踊
の
筋
に
沿
っ
た
歌
の
よ
う

だ
が
、
殆
ど
の
琉
歌
集
に
出
て
お
り
、
古
い
と
こ
ろ
で
は
天
理
本
琉
歌
集
に
あ
る
。
そ
の
点
、
こ
の
歌
は
伝
承
歌
で
は
な
い
か
と
推
測
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さ
れ
る
。
「
渡
ら
れ
る
浮
世
渡
ら
ら
ぬ
舟
に
乗
た
る
此
の
我
身
ど
百
恨
め
ゆ
ろ
」
「
天
も
わ
が
胸
の
思
ひ
知
り
め
し
や
う
ち
二
所
の

親
や
救
て
た
ぱ
う
れ
」
の
二
首
は
、
明
治
以
降
の
三
四
の
琉
歌
集
に
出
て
い
る
。
最
後
の
「
親
子
ふ
や
わ
ち
や
る
け
ふ
の
嬉
し
さ
や

つ
ぼ
で
を
ろ
花
の
露
き
や
た
ご
と
」
は
、
こ
れ
も
近
代
以
降
の
殆
ど
の
歌
集
に
出
て
い
る
が
、
「
花
売
り
の
縁
」
に
も
出
て
い
て
、
そ

れ
故
作
者
を
「
高
宮
城
」
と
し
て
い
る
歌
集
も
あ
る
。

「
忠
士
身
替
之
巻
」
に
は
、
七
首
の
琉
歌
が
あ
る
が
、
一
首
を
除
い
て
六
首
は
琉
歌
集
に
と
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
一
首
は
近
代

以
降
の
琉
歌
集
の
多
く
に
出
て
い
る
。
人
名
を
記
す
こ
と
の
多
い
田
港
朝
春
本
琉
歌
集
に
は
「
高
宮
城
親
雲
上
」
と
な
っ
て
い
る
。
だ

が
、
こ
れ
が
唐
突
な
認
識
と
い
う
の
で
は
な
く
、
上
で
述
べ
た
「
組
踊
物
語
」
と
同
じ
認
識
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
作
者
で
あ
る
べ
き

辺
土
名
親
雲
上
の
名
が
こ
こ
で
も
忘
れ
ら
れ
て
、
別
人
へ
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
高
宮
城
親
雲
上
に
つ
い
て
も
若
干
述
べ
て
お
く
。
周
知
の
よ
う
に
「
花
売
り
の
縁
」
は
貧
士
の
夫
婦
の
情
愛
を
仕
組
ん
一
１ １

だ
も
の
で
、
そ
の
作
者
が
「
高
宮
城
親
雲
上
」
と
い
う
の
は
、
比
較
的
に
動
か
な
い
と
い
う
》
」
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
「
高
宮
城
一

親
雲
上
」
も
中
身
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
一
人
の
人
を
指
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
、
か
の
「
組
踊
物
語
」
の
薮
の
鷲
は
こ

の
「
高
宮
城
」
を
「
今
の
末
吉
の
祖
父
」
と
し
て
い
る
。
「
今
の
末
吉
」
と
は
末
吉
安
恭
の
こ
と
で
あ
る
。
は
た
し
て
「
祖
父
」
か
ど

う
か
は
別
と
し
て
、
「
安
」
を
名
乗
り
頭
と
す
る
毛
姓
に
も
確
か
に
「
高
宮
城
」
を
称
し
た
人
が
い
る
。
だ
が
こ
の
他
に
「
高
宮
城
」

を
名
乗
っ
た
一
族
に
、
真
姓
で
名
乗
り
頭
を
「
実
」
に
す
る
人
が
い
る
し
、
向
氏
に
も
「
高
宮
城
」
を
名
乗
っ
た
人
々
が
い
て
、
「
琉

球
戯
曲
集
」
を
収
め
た
「
伊
波
普
猷
全
集
」
で
は
、
「
高
宮
城
親
雲
上
〔
朝
常
〕
」
と
「
朝
常
」
を
補
訂
し
て
い
る
。
だ
が
未
だ
そ
の
根

拠
を
明
示
し
て
い
な
い
。
「
組
踊
物
語
」
の
筆
者
薮
の
鷲
は
、
そ
の
文
章
が
莫
夢
生
〈
末
吉
安
恭
）
の
「
組
踊
談
叢
」
に
似
て
お
り
、

ど
う
や
ら
同
一
人
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
人
の
伯
曾
祖
父
で
あ
る
「
摩
文
仁
（
安
祥
）
」
は
、
恩
河
本
組
踊
集
で
は
「
二
山
和
睦
」
と

「
南
山
崩
」
の
作
者
と
し
て
、
「
組
踊
物
語
」
で
も
「
二
山
和
睦
」
の
作
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
当
間
本
「
組
踊
全
集
」



最
後
に
組
踊
の
な
か
で
殆
ど
唯
一
と
も
言
え
る
恋
愛
物
で
あ
る
「
手
水
の
縁
」
の
作
者
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
「
手

水
の
縁
」
は
、
朝
薫
の
没
年
で
あ
る
西
暦
一
七
三
四
年
に
三
四
才
で
刑
死
し
た
平
敷
屋
朝
敏
の
作
と
信
じ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
筆
者
以
外

に
こ
の
こ
と
に
異
論
を
唱
え
た
人
が
な
い
。
「
手
水
の
縁
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
十
九
世
紀
初
頭
の
も
の
が
多
良
間
島
に
あ
る
ほ
か
、

明
治
期
の
写
本
を
含
め
て
、
筆
者
の
手
元
に
十
種
近
く
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
作
者
名
が
あ
る
の
は
、
恩
河
本
組
踊
集
だ
け
で
、
そ
れ
も

「
比
志
喜
屋
ノ
作
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
「
比
志
喜
屋
」
（
方
言
音
「
ヒ
シ
チ
ャ
」
）
は
「
平
敷
屋
」
の
方
言
音
と
同
じ
で
、
琉

歌
集
に
も
「
平
敷
屋
」
の
ほ
か
「
平
志
川
」
「
比
志
喜
屋
」
「
平
志
喜
屋
」
な
ど
の
表
記
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
例
に
よ
っ
て
、
他
に

「
手
水
の
縁
」
を
朝
敏
の
作
と
す
る
決
定
的
な
証
拠
は
な
い
。
逆
に
、
も
し
「
手
水
の
縁
」
が
朝
敏
の
作
で
あ
る
こ
と
が
周
知
さ
れ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
兼
島
本
組
踊
集
（
明
治
三
九
Ⅱ
’
九
○
六
年
）
に
あ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
起
こ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
同

書
に
は
、
朝
薫
の
五
番
や
朝
直
の
三
番
と
「
花
売
の
縁
」
や
「
大
川
敵
討
」
「
巡
見
の
官
」
そ
れ
に
「
雪
払
」
等
を
加
え
て
「
十
三
番
」

を
「
昔
シ
組
踊
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
当
然
含
ま
れ
る
は
ず
の
「
手
水
の
縁
」
が
含
ま
れ
て
な
い
。
「
手
水
の
縁
」
は
、
「
本

部
大
主
」
「
忠
臣
身
替
」
「
姉
妹
敵
討
」
「
久
志
の
若
按
司
」
「
束
辺
名
夜
討
」
「
一
一
山
和
睦
」
「
南
山
敵
討
」
（
南
山
崩
）
「
具
志
川
大
軍
」

「
矢
蔵
ノ
比
屋
」
と
と
も
に
「
十
番
」
と
い
い
、
「
中
昔
シ
の
人
ノ
作
ナ
リ
」
と
あ
る
。
「
手
水
の
縁
」
が
朝
敏
の
作
で
あ
る
と
明
確
に

認
識
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
認
識
の
ズ
レ
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
明
白
な
こ
と
が
ら
を
誤
る
の

に
な
る
と
「
姉
妹
敵
討
」
「
久
志
の
若
按
司
」
「
伏
山
敵
討
」
「
矢
蔵
之
比
屋
」
そ
れ
に
徳
嶺
親
雲
上
の
「
束
辺
名
夜
討
」
ま
で
も
作
っ

た
こ
と
に
な
り
、
身
分
も
親
雲
上
か
ら
親
方
へ
昇
進
し
て
い
る
。

四
、
「
手
水
の
縁
」
と
平
敷
屋
朝
敏
の
場
合

－１２－



活
字
本
に
し
て
も
、
明
治
二
七
二
八
九
四
）
年
に
、
佐
々
木
笑
受
が
早
稲
田
文
学
六
九
号
に
「
琉
球
演
劇
手
水
の
縁
」
と
題
し

て
そ
の
口
語
訳
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
前
年
、
沖
縄
の
仲
毛
芝
居
の
役
者
た
ち
が
大
阪
や
京
都
、
名
古
屋
公
演
を
し
、
「
手
水
の
縁
」

や
「
姉
妹
敵
討
」
を
上
演
し
て
い
る
（
詳
し
く
は
拙
稿
「
沖
縄
芝
居
参
上
ｌ
明
治
二
十
六
年
京
阪
名
古
屋
公
演
」
「
新
琉
球
史
」
〔
近

代
・
現
代
編
〕
参
照
）
。
だ
が
そ
の
時
の
チ
ラ
シ
や
新
聞
・
雑
誌
等
に
も
、
ま
た
こ
れ
と
連
動
し
て
組
踊
本
を
本
土
語
訳
し
て
出
版
し

た
「
琉
球
踊
狂
言
」
（
三
重
新
聞
社
刊
）
に
も
、
作
者
の
名
前
は
一
切
出
て
い
な
い
。
結
局
「
手
水
の
縁
」
の
作
者
を
「
平
敷
屋
朝
敏
」

と
す
る
も
っ
と
も
古
い
例
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
兼
島
本
と
加
藤
三
吾
の
「
琉
球
の
研
究
」
（
一
九
○
六
年
）
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
を
あ
れ
こ
れ
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
朝
薫
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
時
の
事
情
を
思
い
返
せ
ば
、
朝
敏
の
作
品
で
な
い

こ
と
は
、
理
論
的
に
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
正
史
「
球
陽
」
や
朝
薫
の
家
譜
に
も
あ
る
よ
う
に
、
組
踊
は
冊
封
使
を
歓
待
す

る
為
に
新
た
に
踊
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
朝
薫
が
、
初
め
て
作
り
演
じ
さ
せ
た
も
の
で
、
初
め
て
提
供
さ
れ
た
重
陽
宴
以
後
の
三
宴
に
も

そ
れ
ぞ
れ
提
供
さ
れ
た
こ
と
が
「
中
山
伝
信
録
」
を
精
読
す
れ
ば
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
詳
し
く
は
拙
稿
「
組
踊
上
演
の
場
」
、

沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
七
二
号
「
沖
縄
の
組
踊
（
１
）
」
昭
和
六
一
年
）
。
こ
れ
ま
で
の
理
解
の
陥
奔
は
、
冊
封
使
渡
来
年
に
「
執

心
鐘
入
」
「
二
重
敵
討
」
の
二
番
だ
け
上
演
し
、
残
り
三
番
は
死
没
す
る
一
七
一
一
一
四
年
ま
で
に
作
り
演
じ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
末
吉
安
恭
の
如
き
は
、
残
り
の
三
番
を
そ
の
文
体
か
ら
前
後
を
論
じ
て
い
る
有
り
様
で
あ
る
（
「
組
踊
小
言
」
「
琉
球
戯
曲
集
」

所
収
）
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
の
次
の
田
里
朝
直
も
踊
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
は
じ
め
て
組
踊
を
作
り
供
し
た
の
で
あ
る
。
朝
薫
と

朝
直
の
間
は
も
っ
と
も
こ
の
原
則
が
生
き
て
い
た
時
期
と
言
え
、
逆
に
い
え
ば
、
少
な
く
と
も
朝
薫
と
朝
直
が
踊
奉
行
を
し
て
い
た
間

は
、
組
踊
の
作
者
は
他
に
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
し
て
踊
奉
行
で
も
な
い
者
が
組
踊
を
作
る
余
地
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
と
い
っ
て
よ

しｘ
○

ｶｺ
｡
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朝
薫
・
朝
直
は
王
府
で
も
上
級
の
士
族
で
あ
っ
て
、
芸
能
者
で
も
専
門
的
な
劇
作
家
で
も
な
い
。
専
用
の
劇
場
も
な
く
、
し
た
が
っ

て
自
由
な
観
客
が
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
組
踊
は
当
初
か
ら
王
府
に
よ
っ
て
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
、
冊
封
使
の
た
め
の
芸
能
で
あ
っ

て
、
民
間
に
も
開
放
し
て
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
役
人
と
し
て
そ
の
能
力
を
買
わ
れ
て
勤
め
た
一
時
期
の
役
職
な
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
踊
奉
行
の
任
が
明
け
れ
ば
、
組
踊
を
つ
く
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
「
手
水
の
縁
」
の
作
者
は
誰
か
。
今
日
の
時
点
で
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
恐
ら
く
十
九
世
紀
の
最
も
早
い
時
期

に
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
多
良
間
本
は
、
写
本
が
古
い
だ
け
で
は
な
く
、
「
手
水
の
縁
」
の
形
式
で
も
最
も
古
い
形
を
伝

え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
台
本
に
は
例
の
有
名
な
仲
風
に
よ
る
「
忍
び
の
場
」
が
な
い
点
が
見
逃
せ
な
い
。
多
良
間
本
ば
か

り
で
は
な
い
、
金
武
町
の
阿
国
本
、
加
藤
三
吾
の
「
琉
球
の
研
究
」
所
収
の
「
手
水
の
縁
」
に
も
、
こ
の
部
分
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
箇
所
が
気
に
か
か
る
の
は
、
巷
間
で
は
琉
歌
の
一
形
式
で
あ
る
「
仲
風
」
を
朝
敏
が
作
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

の
場
面
は
組
踊
の
外
に
あ
っ
た
既
存
の
「
忍
踊
り
」
を
、
後
に
取
り
込
ん
だ
も
の
で
、
例
え
ば
勝
連
町
浜
の
踊
番
組
に
「
忍
躍
」
と
あ

り
、
歌
詞
は
違
う
が
、
仲
風
と
干
瀬
節
で
踊
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
石
垣
市
の
石
垣
氏
所
蔵
の
踊
番
組
に
も
、
歌
詞
は
省
略
さ
れ
て
い
る

が
、
「
忍
ぶ
お
ど
り
」
と
あ
っ
て
仲
風
と
述
懐
節
で
踊
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
忍
踊
り
」
と
い
う
踊
り
が
広
範
に
普
及
し
て
演

じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

そ
の
他
初
め
の
玉
津
出
羽
の
通
水
節
「
三
月
が
な
れ
ば
心
浮
か
さ
れ
て
波
平
玉
川
に
頭
洗
は
」
、
早
作
田
節
の
「
波
平
玉
川

の
流
れ
ゆ
る
水
に
す
だ
す
だ
と
か
し
ら
洗
て
戻
ら
」
は
、
詞
と
曲
と
も
に
朝
薫
の
「
銘
苅
子
」
に
類
似
し
て
い
る
し
、
末
尾
を

通
水
節
二
歌
詞
で
終
わ
る
の
も
「
銘
苅
子
」
と
同
じ
で
、
「
銘
苅
子
」
の
強
い
影
響
を
指
摘
し
う
る
。
組
踊
は
歌
と
唱
え
で
出
来
て
い

る
。
詞
曲
が
似
て
い
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
意
味
で
思
い
の
ほ
か
似
た
組
踊
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

琉
歌
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
「
手
水
の
縁
」
を
琉
歌
の
側
面
か
ら
吟
味
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
「
手
水
の
縁
」
が
朝
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薦
と
同
時
代
の
作
品
な
ら
、
少
な
く
と
も
古
典
三
線
曲
で
歌
わ
れ
る
歌
詞
（
琉
歌
）
は
、
朝
敏
の
作
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
朝
薫
の
五
組
の
歌
詞
は
近
世
の
琉
歌
集
に
も
多
く
探
ら
れ
て
い
る
。
朝
敏
の
組
踊
は
ど
う
か
。
多
少
繰
り
返
し
に
も
な

る
が
、
初
め
か
ら
曲
の
付
い
て
い
る
琉
歌
を
列
挙
す
る
と
、

⑪
命
救
ら
れ
て
つ
れ
て
行
く
こ
と
や
ま
こ
と
夢
中
の
夢
が
や
ゆ
ら
（
立
雲
ぶ
し
）

⑩
三
月
が
な
れ
ば
心
浮
か
さ
れ
て
波
平
玉
川
に
か
し
ら
洗
は
（
通
水
ぶ
し
）

②
波
平
玉
川
に
流
れ
ゆ
る
水
に
す
だ
ノ
、
と
か
し
ら
洗
て
戻
ら
（
早
作
田
ぶ
し
）

③
野
山
越
え
る
道
や
幾
里
へ
ぢ
や
め
て
も
闇
に
ま
ぎ
れ
や
り
し
の
で
い
き
ゆ
ん
（
干
瀬
ふ
し
）

凹
暮
ら
さ
ら
ぬ
忍
で
き
や
る
御
門
に
出
ぢ
召
し
や
う
れ
思
ひ
語
ら
（
仲
風
）

⑤
朝
夕
も
り
そ
だ
て
し
ち
や
る
我
が
思
子
義
理
と
も
て
い
き
や
し
紅
葉
な
し
ゆ
が
（
東
江
ぶ
し
）

⑥
鳥
も
な
き
す
み
て
や
が
て
夜
も
明
け
る
与
所
目
な
い
ぬ
う
ち
に
急
ぎ
戻
ら
（
立
雲
ぶ
し
）

、
あ
け
や
う
真
玉
津
や
殺
さ
れ
ん
て
や
り
と
ま
い
て
諸
共
に
な
ら
ん
し
ゆ
も
の
（
七
尺
ぶ
し
）

⑧
道
中
が
や
ゆ
ら
殺
さ
れ
が
し
ち
や
ら
肝
急
ぎ
歩
で
生
目
を
が
ま
（
七
尺
ぶ
し
）

⑨
里
と
我
が
仲
の
忍
ぴ
あ
ら
は
れ
て
に
や
ま
た
自
由
な
ら
ぬ
死
出
が
山
道
に
里
前
振
り
す
て
、

こ
の
十
歌
詞
は
、
「
古
今
琉
歌
集
」
や
、
そ
れ
以
前
の
「
琉
球
大
歌
集
」
「
琉
歌
百
控
」
「
天
理
本
琉
歌
集
」
に
出
て
い
な
い
。
こ
の

傾
向
は
、
先
の
徳
嶺
親
雲
上
の
「
束
辺
名
親
雲
上
」
、
「
巡
見
官
」
の
平
敷
親
雲
上
、
「
忠
士
身
替
之
巻
」
の
辺
土
名
親
雲
上
、
「
忠
孝
婦

省
略
、
子
持
ぶ
し
）

行
き
ゆ
る
涯
だ
い
も
の
（
以
下
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⑬
春
や
野
も
山
も
百
合
の
花
ざ
か
り
行
き
す
ゆ
る
袖
の
匂
ひ
の
し
ほ
ら
し
や
（
い
ち
ん
た
う
ぶ
し
）

と
あ
っ
て
、
⑪
歌
は
「
古
今
」
「
大
歌
集
」
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
読
み
人
知
ら
ず
、
⑫
歌
も
、
「
古
今
」
が
読
み
人
し
ら
ず
、
百
控
に

は
作
者
名
が
な
い
。
⑬
歌
⑭
歌
、
い
ず
れ
も
百
控
に
出
て
い
る
が
作
者
名
が
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
も
「
大
観
」
で
は
例
に
よ
っ
て
朝

敏
作
に
な
っ
て
い
る
。

⑪
別
れ
て
も
互
に
御
縁
あ
て
か
ら
や
糸
に
貫
く
花
の
き
れ
て
ぬ
き
ゆ
め
（
仲
順
ぶ
し
）

⑫
忍
で
行
く
心
与
所
は
知
ら
ね
ど
も
笠
に
顔
隠
す
恋
の
習
ひ
や
（
金
武
ぶ
し
）

⑬
結
で
置
く
契
り
こ
の
世
ま
で
と
恩
な
か
は
る
な
や
う
互
に
あ
の
世
ま
で
も
（
述
懐
）

⑭
嵐
声
の
あ
ら
ば
無
蔵
一
人
な
し
ゆ
め
我
身
も
諸
共
に
な
ら
ん
し
ゆ
も
の
（
敬
山
ぶ
し
）

人
」
の
久
手
堅
親
雲
上
ら
の
場
合
と
同
じ
と
言
え
る
。
し
か
し
「
琉
歌
大
観
」
で
は
す
べ
て
朝
敏
作
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
わ

け
か
③
歌
と
⑨
歌
は
朝
敏
を
挙
げ
て
な
い
ば
か
り
か
、
作
者
名
も
な
い
。
琉
歌
集
は
多
く
節
組
琉
歌
集
で
多
か
れ
少
な
か
れ
歌
う
に

便
利
な
も
の
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
。
そ
の
琉
歌
集
に
上
の
九
歌
詞
ま
で
が
出
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
上
の
「
忠
孝
婦
人
」
や

「
巡
見
官
」
「
忠
士
身
替
之
巻
」
「
束
辺
名
夜
討
」
の
作
者
を
伝
承
し
な
か
っ
た
よ
う
に
、
長
く
伝
承
し
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
「
手
水
の
縁
」
に
朝
敏
が
結
び
つ
い
た
の
は
、
他
の
も
の
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
近
代
に
な
っ
て
顕
著

に
な
っ
た
例
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
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こ
の
歌
だ
け
は
「
古
今
」
に
平
敷
屋
朝
敏
と
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
「
手
水
の
縁
」
の
歌
詞
は
、
古
い
作
者
伝
承
歴
を
持
っ
た
も

の
は
極
端
に
少
な
い
。
あ
る
い
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

恩
河
朝
祐
（
玉
山
）
筆
写
編
纂
の
「
琉
歌
別
裁
」
（
明
治
一
一
一
三
〔
一
九
○
○
〕
年
）
に
は
、
平
敷
屋
朝
敏
の
歌
と
し
て
五
○
首
収
録

し
て
あ
る
。
が
、
こ
れ
は
、
ど
う
し
た
こ
と
か
上
①
③
（
Ｑ
Ｕ
⑮
番
歌
は
収
録
し
て
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
の
歌
集
が
面
白
い
の

は
、
半
分
の
二
五
首
ま
で
が
組
踊
「
手
水
の
縁
」
の
地
の
唱
え
の
詞
章
を
、
琉
歌
詞
形
に
整
え
て
採
録
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
歌
が
流
布
す
れ
ば
朝
敏
の
琉
歌
が
新
た
に
増
加
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
朝
敏
琉
歌
の
発
生
の
可
能
性
の
一
つ
を
示
唆
し
て

い
る
と
も
言
え
る
。
ま
た
「
琉
歌
別
裁
」
が
、
唱
え
の
詞
章
を
琉
歌
に
仕
立
て
、
こ
れ
を
朝
敏
の
歌
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も

な
お
さ
ず
「
手
水
の
縁
」
が
朝
敏
の
作
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
「
手
水
の
縁
」
の
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
写
本
を
集
め
て
比
較
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
台
本
間
の
異
同
が
極
端
に
激
し

い
こ
と
で
あ
る
。
朝
薫
の
五
組
の
台
本
が
そ
れ
ほ
ど
異
同
が
な
い
の
に
対
し
て
、
「
手
水
の
縁
」
は
そ
の
対
極
に
あ
る
。
「
手
水
の
縁
」

は
、
殆
ど
整
理
が
不
可
能
な
ほ
ど
に
校
異
が
あ
り
、
詞
章
が
混
乱
し
て
い
る
。
ま
た
実
際
の
上
演
に
際
し
て
は
、
比
嘉
（
ヒ
ジ
ャ
ー
）

と
崎
間
（
サ
チ
ヱ
と
い
う
間
の
者
（
マ
ル
ム
ン
）
が
登
場
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

「
手
水
の
縁
」
を
朝
敏
の
作
と
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
作
品
が
組
踊
中
殆
ど
唯
一
の
恋
愛
物
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ

う
。
と
言
う
の
は
、
朝
敏
と
い
え
ば
、
恋
愛
を
扱
っ
た
擬
古
文
物
語
「
苔
の
下
」
「
若
草
物
語
」
「
万
歳
」
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
、
色

好
み
の
琉
球
業
平
の
相
貌
が
あ
り
、
三
四
才
の
若
さ
で
刑
死
し
た
と
い
う
、
ヒ
ー
ロ
ー
の
属
性
で
も
あ
る
悲
劇
的
な
経
歴
を
持
っ
て
い

て
、
そ
れ
自
体
が
物
語
と
し
て
成
長
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
「
国
家
の
御
難
題
」
を
惹
起
し
た
と
し
て
刑
死
し
た
こ
と
も
、

本
人
の
存
在
も
歴
史
的
事
実
だ
が
、
朝
敏
の
特
異
な
性
質
か
ら
、
疑
え
ば
こ
れ
ら
の
擬
古
文
物
語
も
朝
敏
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
朝
敏
の
も
の
か
ど
う
か
異
論
を
差
し
挟
む
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
貧
家
記
」
の
冒
頭
に
近
い
部
分
、
暮
れ
に

－１７－



都
落
ち
し
た
貧
し
い
家
族
が
、
勝
連
間
切
と
思
わ
れ
る
「
浜
崎
」
に
た
ど
り
着
き
、
正
月
を
迎
え
て
都
こ
こ
で
は
首
里
城
で
の
華
や
か

な
朝
賀
の
様
子
を
思
い
や
り
、
次
い
で
三
日
の
、
国
王
が
輿
（
輔
）
に
乗
り
、
賑
や
か
に
路
次
楽
を
演
奏
し
つ
つ
、
綺
羅
を
尽
く
し
た

騎
馬
の
三
司
官
や
王
子
按
司
ら
が
雇
従
し
て
城
下
の
三
ヶ
寺
（
円
覚
寺
・
天
王
寺
・
天
界
寺
）
を
参
詣
す
る
「
初
行
幸
」
の
模
様
が
描

写
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
言
う
池
上
院
は
、
円
覚
寺
の
末
寺
で
、
今
の
城
西
小
学
校
あ
た
り
に
あ
っ
た
（
東
恩
納
寛
惇
は
今
の
県
立
芸
大
、
松
崎
と
す

る
）
。
康
熈
八
（
一
六
六
九
）
年
尚
貞
王
元
年
に
な
っ
て
、
王
府
の
御
用
地
と
し
て
接
収
し
、
か
わ
り
に
住
持
の
啓
山
長
老
を
同
じ
く

円
覚
寺
の
末
寺
で
、
当
時
殆
ど
廃
寺
同
然
に
な
っ
て
い
た
長
寿
寺
に
移
し
、
こ
れ
を
修
復
し
て
永
代
住
持
と
し
て
与
え
る
と
と
も
に
、

王
府
は
そ
の
跡
に
「
諸
樹
木
を
栽
植
」
し
た
。
そ
し
て
雍
正
十
一
（
一
七
三
一
一
一
）
年
な
っ
て
諸
役
座
・
諸
蔵
を
こ
こ
に
移
設
、
乾
隆
十

二
七
四
五
）
年
に
は
貝
摺
奉
行
所
が
こ
こ
に
移
さ
れ
た
。

朝
敏
は
一
七
○
○
年
か
ら
同
三
四
年
ま
で
生
き
た
人
で
あ
る
。
「
貧
家
記
」
を
彼
の
作
品
と
す
る
と
右
の
記
事
は
ど
う
読
む
べ
き
な

の
か
。
仮
に
早
熟
な
彼
が
二
十
歳
で
こ
の
作
品
を
書
い
た
と
す
る
と
、
半
世
紀
前
の
池
上
院
を
設
定
し
て
、
初
行
幸
の
模
様
を
な
ぜ
書

く
気
に
な
っ
た
の
か
。
散
文
は
必
然
的
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
指
向
す
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
当
時
の
人
つ
ま
り
読
者
が
殆
ど
忘
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
池
上
院
を
持
ち
出
し
た
の
か
、
謎
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
な
お
一
一
一
日
初
行
幸
は
一
六
七
一
一
年
か
ら
始
ま
り
、
一
七
二
二

年
に
廃
さ
れ
て
い
る
。
香
き
手
と
読
者
の
関
係
を
調
和
さ
せ
る
と
、
こ
の
文
章
は
、
池
上
院
が
あ
っ
た
時
代
（
一
六
七
二
年
以
降
）

三
日
、
け
ふ
は
三
ヶ
寺
の
行
幸
。
上
達
部
の
馬
く
ら
の
か
ざ
り
を
は
じ
め
、
上
は
じ
め
の
御
よ
そ
ひ
、
か
ど
の
長
の
も
た
る
あ
か

き
し
も
と
ま
で
、
梯
に
み
ゆ
。
池
上
院
の
ま
へ
な
る
松
ば
ら
な
ど
に
行
幸
お
が
む
と
て
あ
つ
ま
り
給
ふ
ら
ん
も
見
る
こ
、
ち
す
。
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な
い
こ
と
に
な
る
。

か
、
廃
さ
れ
て
間
も
な
い
、
そ
の
存
在
が
ま
だ
記
憶
さ
れ
て
い
る
頃
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
朝
敏
で
は
あ
り
得

あ
る
。

こ
う
し
た
朝
敏
化
の
傾
向
を
示
す
記
事
が
ま
だ
他
に
も
あ
る
。
戸
部
良
熈
の
「
大
島
筆
記
」
（
一
七
六
一
一
一
年
頃
）
に
、
琉
球
の
和
文

学
事
情
を
述
べ
た
箇
所
で
、
「
平
敷
親
雲
上
も
よ
く
（
歌
を
－
筆
者
）
詠
り
。
手
毬
の
花
を
よ
め
る
垂
髪
子
（
う
な
ひ
ご
）
の
歌
、
そ

れ
な
り
・
今
の
久
志
親
雲
上
、
そ
の
弟
子
也
。
久
志
は
雨
夜
物
語
の
作
者
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
『
沖
縄
一
千
年
史
』
の

著
者
真
境
名
安
興
は
同
書
で
「
平
敦
屋
朝
敏
の
み
は
、
貧
家
記
、
若
草
物
語
、
苔
の
下
、
万
歳
等
の
物
語
を
箸
は
せ
り
。
又
雨
夜
物
語

も
平
敷
屋
の
作
と
唱
ふ
る
者
あ
れ
ど
も
、
之
れ
は
平
敷
屋
と
同
時
代
の
人
に
て
大
島
筆
記
（
戸
部
良
熈
著
）
に
材
料
を
与
へ
た
る
潮
平

（
親
雲
上
）
盛
成
の
説
に
依
れ
ば
、
平
敦
屋
の
弟
子
久
志
親
雲
上
の
作
な
り
と
い
へ
り
。
蓋
し
然
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
大
島
筆

記
」
の
諸
本
が
明
ら
か
に
「
平
敷
」
と
あ
る
の
に
、
何
ら
の
断
り
も
な
く
「
平
敷
屋
朝
敏
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
大
島

筆
記
」
の
後
ろ
に
「
琉
球
人
和
歌
」
と
あ
っ
て
十
五
首
の
和
歌
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
の
歌
が
「
垂
髪
子
（
う
な
ひ
ご
）

の
歌
」
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
に
は
右
肩
に
「
平
浦
親
雲
上
作
」
と
あ
る
の
が
普
通
で
、
た
だ
宝
玲
文
庫
本
の
み
「
平
鋪
親
雲
上
作
」
と

あ
る
。
こ
の
「
平
鋪
」
は
「
へ
し
き
」
で
、
当
然
「
平
敷
」
に
等
し
く
、
「
平
浦
」
は
そ
の
誤
字
で
あ
っ
て
、
同
一
の
人
物
で
あ
る
こ

と
は
文
脈
で
も
頷
け
る
。
そ
の
和
歌
十
五
首
も
ざ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
掲
げ
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
（
三
井

こ
の
「
貧
家
記
」
に
関
し
て
、
歴
史
家
の
東
恩
納
寛
惇
は
、
朝
敏
の
流
調
中
の
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
（
「
南
島
風
土
記
」
）
。
し
か

し
例
の
事
件
は
発
覚
か
ら
死
刑
ま
で
お
よ
そ
半
年
で
済
ん
で
い
る
の
で
、
流
諦
中
の
作
品
で
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
た
ま
っ
た
く
明
白
で

家
本
「
大
島
筆
記
』
に
よ
る
）
。
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平
敷
親
雲
上
の
作
と
あ
る
が
、
五
番
歌
を
除
く
四
番
歌
か
ら
九
番
歌
は
、
今
日
朝
敏
の
擬
古
文
物
語
と
言
わ
れ
て
い
る
作
品
の
う

ち
、
四
番
六
番
九
番
が
「
苔
の
下
」
、
七
番
八
番
が
「
若
草
物
語
」
所
出
の
歌
で
あ
る
。
十
番
か
ら
十
三
番
ま
で
の
四
首
は
惣
慶
忠
義

１
垂
髪
子
に
あ
の
花
の
名
を
聞
す
な
よ
う
さ
な
心
に
う
ち
も
こ
そ
す
る

２
か
く
て
今
民
の
草
葉
の
枯
行
を
あ
は
れ
と
見
ず
や
雨
つ
つ
の
神

３
い
ま
こ
こ
に
雲
の
岩
を
と
名
を
嘗
て
あ
れ
ど
し
ら
ず
や
雪
の
山
人

４
あ
き
ま
し
や
ひ
な
に
年
経
て
い
か
ば
か
り
う
と
る
へ
に
た
る
す
が
た
成
ら
ん

５
み
か
へ
れ
し
そ
の
ま
な
ぢ
れ
や
束
の
ま
も
忘
ら
れ
が
た
き
面
影
に
し
て

６
よ
る
べ
な
く
浮
て
世
わ
た
る
み
づ
か
ら
は
波
に
た
だ
よ
ふ
海
士
の
捨
舟

７
な
が
か
ら
ん
契
と
も
が
な
白
露
の
む
す
び
初
ぬ
る
青
柳
の
い
と

８
こ
こ
ろ
を
ぱ
い
ざ
し
ら
露
の
玉
に
あ
か
て
な
び
く
柳
の
い
と
も
は
か
な
し

９
若
も
そ
の
く
る
し
き
波
に
た
だ
よ
は
ば
金
の
き
し
に
南
無
阿
弥
陀
仏

、
は
か
な
く
て
た
の
み
も
な
き
は
人
な
れ
や
花
も
ち
り
て
は
又
咲
に
け
り

ｕ
あ
は
れ
と
て
聞
け
ん
人
も
な
き
も
の
を
な
に
す
ず
む
し
の
ふ
り
す
て
て
鳴

皿
か
た
み
と
て
残
る
も
は
か
な
か
ら
衣
き
つ
つ
馴
に
し
人
は
な
き
よ
に

週
思
へ
君
う
き
よ
に
な
に
か
久
方
の
月
も
み
て
れ
ば
又
か
く
る
な
り

ｕ
御
園
生
に
咲
く
れ
な
ゐ
の
梅
の
は
な
か
を
る
や
千
世
の
か
ざ
し
な
る
ら
ん

砠
は
る
ま
ち
し
か
ひ
も
有
か
な
わ
が
宿
の
く
れ
な
ゐ
梅
は
花
咲
に
け
り
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の
「
糸
満
里
之
子
を
い
た
め
る
こ
と
ば
」
ｓ
浮
縄
雅
文
集
」
所
収
）
に
出
て
い
る
し
、
十
四
番
と
十
五
番
は
「
雨
夜
物
語
」
か
ら
の
も

の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
十
五
首
平
敷
親
雲
上
の
作
の
よ
う
に
響
い
て
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
平
敷
親
雲
上
の
歌
と
い
う
の
は
一
二

三
番
の
一
一
一
首
だ
け
が
無
難
な
所
で
あ
る
が
、
九
番
ま
で
も
平
敷
親
雲
上
の
作
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
朝
敏
の
擬
古
文
物
語
と
言
わ
れ
て

い
る
も
の
が
、
こ
の
平
敷
親
雲
上
の
も
の
と
も
み
な
み
し
う
る
の
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
引
き
寄
せ
て
平
敷
屋
朝
敏
化
す
る
傾

向
を
こ
の
線
上
に
置
い
て
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
可
能
性
も
留
保
し
て
お
ｙ
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
沖
縄
県
立
博
物
館
所
蔵
の
写
本
も
「
平
敷
朝
敏
文
集
」
と
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
宜
湾
朝
保
の
「
沖
縄
集
」
二

八
七
○
年
）
に
は
、
「
苔
の
下
」
か
ら
引
い
た
歌
が
「
平
破
屋
朝
敏
」
と
あ
る
し
、
県
立
図
替
館
蔵
の
「
和
醤
集
」
二
八
九
一
年
筆

写
）
に
「
平
敷
屋
朝
敏
著
作
物
語
」
と
内
題
が
あ
る
。
周
知
の
事
実
で
あ
れ
ば
「
平
敷
屋
朝
敏
」
と
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
そ
れ

よ
り
古
く
か
ら
「
平
鋪
」
「
平
敷
」
と
あ
る
こ
と
の
ほ
う
が
重
大
か
つ
深
刻
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
例
は
た
ん
に
単
純
な
誤

謬
と
言
っ
て
放
棄
で
き
な
い
重
み
を
持
っ
て
い
る
。
上
の
真
境
名
安
興
は
ま
た
「
古
地
図
よ
り
見
た
る
首
里
」
で
、
「
伊
波
物
外
氏
は

平
敷
屋
朝
敏
の
宅
は
金
城
の
大
樋
川
の
前
の
角
の
家
屋
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
を
首
里
の
古
老
か
ら
聞
い
た
と
い
ふ
の
で
、
地
図
を
探

し
て
見
る
と
「
平
敷
里
之
子
親
雲
上
」
と
あ
る
。
願
ふ
に
「
平
敷
屋
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
」
（
全
集
三
巻
所
収
）
と
述
べ
、
「
平
敷
屋
」

の
ほ
う
へ
訂
正
し
て
い
る
。
ま
た
同
氏
「
備
忘
録
」
十
四
「
よ
し
や
と
仲
里
按
司
」
（
全
集
三
）
に
も
、
よ
し
や
の
恋
人
を
玉
川
家
の

祖
で
、
尚
情
王
の
第
八
子
尚
洪
徳
読
谷
山
王
子
朝
苗
の
八
世
向
世
爵
仲
里
按
司
朝
隆
二
六
八
五
’
一
七
五
七
）
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
「
苔
の
下
」
で
は
、
恋
人
の
按
司
は
終
始
「
某
按
司
」
で
あ
っ
て
「
仲
里
」
と
い
う
名
は
出
て
い
な
い
。
こ
れ
が
仲
里
按
司
と
し

て
出
回
り
周
知
さ
れ
る
の
は
、
恐
ら
く
明
治
期
に
し
ば
し
ば
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
よ
う
な
る
吉
屋
物
語
に
な
っ
て
か
ら
で
、
こ
れ
に
は

よ
し
や
の
歌
で
な
い
琉
歌
ま
で
も
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
の
つ
い
で
に
い
う
と
、
よ
し
や
は
、
県
立
博
物
館
の
擬
古
文
集
の
末

尾
に
、
あ
る
人
の
曰
く
、
と
あ
っ
て
西
暦
に
直
し
て
一
六
五
○
年
か
ら
一
六
六
八
年
ま
で
生
き
て
い
た
実
在
の
人
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
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い
る
。
そ
う
す
る
と
仲
里
朝
隆
は
到
底
恋
人
に
は
な
り
え
な
い
。
逆
に
上
の
生
没
年
を
誤
り
と
し
て
も
、
事
態
は
少
し
も
変
わ
ら
な

い
。
何
よ
り
も
「
苔
の
下
」
は
物
語
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
歴
史
的
な
人
物
を
比
定
す
る
の
も
、
無
意
味
な
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
問
題
は
作
品
を
文
学
的
な
作
品
と
み
な
い
で
、
こ
と
ご
と
く
朝
敏
の
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
身
辺
の
事
実
で
あ
る
か
の
ど
と
く

み
る
、
こ
う
し
た
従
来
の
態
度
で
あ
る
。
こ
こ
に
平
敷
屋
朝
敏
の
特
異
な
性
格
が
あ
る
の
で
あ
る
。
悲
劇
的
な
生
涯
を
終
え
た
朝
敏
に

は
、
幅
広
い
同
情
と
共
感
、
共
同
の
想
像
力
が
作
用
し
て
、
実
像
を
越
え
た
人
物
像
が
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
朝
敏

に
は
い
わ
ば
文
化
英
雄
的
な
性
格
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
よ
し
や
も
一
人
歩
き
を
し
、
「
古
今
琉
歌
集
』
で
は
多
く
の
歌
を

ひ
き
よ
せ
な
が
ら
「
仲
島
よ
し
や
」
と
出
て
い
る
。
そ
れ
が
上
の
生
没
年
だ
と
す
る
と
、
那
覇
の
仲
島
に
遊
廓
が
で
き
た
の
は
よ
し
や

が
死
ん
で
か
ら
の
こ
と
で
、
ま
っ
た
く
不
都
合
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
こ
れ
に
気
づ
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
再
版
か
ら
は
「
遊

女
よ
し
や
」
に
し
て
あ
る
。
「
よ
し
や
つ
る
」
「
よ
し
や
思
鶴
」
と
い
っ
た
呼
称
も
近
代
の
発
展
で
あ
る
。
こ
う
見
る
と
物
語
の
主
人
公

だ
っ
た
人
物
が
、
い
つ
の
ま
に
か
歴
史
上
の
実
在
の
人
物
と
理
解
さ
れ
、
物
語
が
独
自
に
成
長
発
展
し
て
い
く
過
程
を
た
ど
っ
こ
と
が

伺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
組
踊
の
作
者
に
も
言
え
、
現
在
で
も
な
お
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
織
々
述
べ
て
き
た
と
お

り
で
あ
る
。

組
踊
の
作
者
は
ど
う
し
て
正
確
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
は
大
き
く
二
つ
の
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
一

八
七
九
（
明
治
十
三
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
る
琉
球
王
国
の
瓦
解
で
あ
る
。
琉
球
国
は
一
八
七
九
年
に
明
治
政
府
の
強
制
的
な
処
分
で

解
体
す
る
。
そ
の
た
め
王
府
が
管
理
し
て
い
た
芸
能
も
そ
の
後
援
を
失
い
、
王
府
内
部
に
あ
っ
た
情
報
も
杜
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

五
、
結
語
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の
結
果
、
先
述
の
よ
う
に
、
五
番
三
番
以
外
の
、
王
府
公
認
の
作
者
が
ま
っ
た
く
伝
わ
ら
ず
、
噂
話
の
よ
う
な
口
碑
が
ま
さ
に
雨
後
の

竹
の
子
の
よ
う
に
生
じ
、
や
が
て
一
定
の
方
向
へ
向
か
う
。
一
部
は
十
九
世
紀
以
降
に
そ
の
根
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
多
く
は
明
治

期
に
な
っ
て
権
威
を
失
っ
て
民
間
へ
下
放
し
て
の
ち
固
定
し
た
。
あ
る
い
は
混
乱
し
た
。
こ
の
こ
と
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
の
が
作
者

明
示
さ
れ
て
い
な
い
組
踊
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
作
者
が
分
か
っ
て
い
て
も
違
う
作
者
が
い
ろ
い
ろ
詮
索
比
定
さ

れ
た
り
す
る
組
踊
も
、
作
者
が
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
組
踊
も
、
要
す
る
に
作
者
情
報
が
正
確
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
点
で
共
通
し
て
い

孝
」
を
演
ず
る
組
踊
が
数
多
／

結
果
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
組
踊
そ
の
物
に
求
め
ら
れ
る
。
組
踊
は
踊
奉
行
を
立
て
て
作
っ
た
り
演
じ
た
り
す
る
公
的
な
演
劇
で
あ
る
。
十
九
世
紀

に
な
っ
て
地
方
へ
伝
播
し
た
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
原
則
は
最
後
の
寅
の
冠
船
（
一
八
六
六
年
）
ま
で
変
わ
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
組
踊

は
こ
う
し
た
作
ら
れ
る
戯
曲
の
側
面
、
台
本
を
持
っ
た
演
劇
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
初
か
ら
そ
れ
ほ
ど
個
性
的
で
は
な
か
っ

た
。
テ
ー
マ
や
文
体
の
点
で
朝
薫
が
ま
だ
多
少
個
性
を
主
張
し
う
る
に
し
て
も
、
他
は
類
似
の
詞
章
（
表
現
）
や
曲
そ
れ
に
テ
ー
マ
に

共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
が
田
里
朝
直
に
な
る
と
仇
討
物
が
多
く
作
ら
れ
、
そ
の
後
も
明
快
な
封
建
徳
目
で
あ
る
「
忠
」
と
「

孝
」
を
演
ず
る
組
踊
が
数
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
個
性
を
ま
す
ま
す
失
わ
せ
、
一
方
で
は
作
者
へ
の
関
心
を
失
わ
せ
る

る
の
で
あ
る
。

組
踊
は
王
府
の
公
式
の
芸
能
で
、
作
る
の
に
知
識
層
が
関
与
し
た
に
し
て
は
極
め
て
単
純
な
文
体
に
な
っ
て
い
る
。
能
や
歌
舞
伎
そ

の
他
の
文
芸
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
古
典
に
依
拠
し
た
ペ
ダ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ひ
け
ら
か
し
が
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ひ
け
ら
か
し

は
、
当
時
に
あ
っ
て
は
鑑
賞
の
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
っ
て
、
漢
詩
文
や
和
文
学
を
通
じ
て
琉
球
の
知
識
層
も
十
分
に
承
知
し
て
い

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
単
純
な
文
体
に
な
っ
た
の
は
、
歌
い
あ
る
い
は
唱
え
る
形
で
、
広
く
士
族
層
の
間
に
保
存
さ
れ
る
の
に
都
合
が

良
か
っ
た
か
ら
と
も
言
え
る
。
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
組
踊
は
上
演
す
る
ほ
か
に
、
酒
の
座
で
唱
え
た
り
、
出
産
し
た
婦
人
を
慰
め
る

－２３－



本
稿
は
、
’
九
九
四
年
十
一
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
、
早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
に
お
い
て
催
さ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
俗

と
芸
能
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
組
織
委
員
会
主
催
の
「
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
俗
と
芸
能
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
発
表

し
た
も
の
を
修
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
め
に
、
昼
夜
に
渡
り
幾
日
も
近
し
い
も
の
が
集
ま
っ
て
唱
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
、
組
踊
の
、
口
か
ら
出
し
た
形
つ
ま

り
口
承
の
形
で
伝
え
ら
れ
る
要
素
は
、
組
踊
台
本
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。
組
踊
台
本
は
、
そ
の
殆
ど
は
親
本
を
持
た
ず
、
王
府
の
組
踊

本
で
す
ら
そ
の
都
度
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
組
踊
は
口
承
文
芸
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
口
承
文
芸
的
な
要
素
は
、
同
時

に
類
的
な
組
踊
が
多
く
作
ら
れ
る
結
果
と
も
な
り
、
作
者
の
忘
却
と
異
な
る
作
者
の
発
生
と
い
う
矛
盾
を
胚
胎
さ
せ
る
結
果
と
も
な
っ

て
、
様
々
な
異
論
を
生
み
だ
す
温
床
と
も
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

2４


